
 

 

 

 

 

第 13 回 旭区地域生活支援フォーラム 

 

 

 

 

を開催します！ 

 
80 代の親が 50 代の子の生活を支える「8050 問題」。この現代の社会問題の背景

には、子の「ひきこもり」の長期・高齢化がありますが、ひきこもっている方の中には

何らかの障害が要因となって、生きづらさを抱えていることも多くあるのです。 

今回のフォーラムでは、障害を切り口に「8050 問題」や「ひきこもり」について考

えを深め、本人も家族も社会や支援から孤立せず、誰もが安心して暮らせる地域を作っ

ていくために、みんなで何ができるかをいっしょに考えていきたいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主催 旭福祉保健センター高齢・障害支援課  共催 旭区地域自立支援協議会  

 

※ 取材を希望される場合は、旭区高齢・障害支援課までご連絡ください。 
お問合わせ先 

旭区高齢・障害支援課長  杉本 光明  Tel 045‐954‐6128 
 

令和２年11月６日 
旭区高齢・障害支援課 

横浜市記者発表資料 

 

 

 今年度は オンライン形式（ZOOM） で開催します。 

 

日 時  令和２年 12 月 13 日（日）  

13 時 00 分 ～ 1５時 30 分 （接続開始 12 時 30 分） 

  内 容    第１部 基調講演 

     「障害者の 8050、ひきこもりの 8050」 

      又村 あおい 氏 （全国手をつなぐ育成会連合会 常務理事兼事務局長） 

第２部 シンポジウム  ～旭区の支援現場からの報告～ 

  参加費  無料 

  定 員  先着 500 名 （事前申し込み制） 

 申し込み方法   

右の QR コードまたは下記 URL にアクセスし、申し込みフォーム 

  に必要事項をご記入いただき、送信してください。申し込みされた 

方には、後日、招待メールをお送りします。 

   申し込みはこちら https://forms.gle/qa1rtZ91UhpoEMZE9 

   申し込み期限 令和２年 12 月４日（金） 

   当日、手話通訳を希望される方は、11 月 30 日（月）までにご連 

   絡いただく必要があります。詳しくはチラシをご覧ください。 

概 要 

障障害害者者のの 88005500、、  
ひひききここももりりのの 88005500 
～～  何何がが同同じじ？？  何何がが違違うう？？～～ 

今年は 

ZOOM開催！ 

 
旭区マスコットキャラクター 
あさひくん 

 

https://forms.gle/qa1rtZ91UhpoEMZE9


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:00～15:３0 

基調講演 
講師：又村 あおい氏

日 時 

第 1 部 

第 2 部 

 

80 代の親が 50 代の子の生活を支える「8050 問題」。この

現代の社会問題の背景には、子の「ひきこもり」の長期・高齢化

がありますが、ひきこもっている人の中には何らかの障害が要因

となって、生きづらさを抱えていることも多くあるのです。 

今回のフォーラムでは、障害を切り口に「8050 問題」や

「ひきこもり」について考えを深め、本人も家族も社会や支援か

ら孤立せず、誰もが安心して暮らせる地域を作っていくために、

みんなで何ができるかをいっしょに考えていきたいと思います。 

※当日、手話通訳を希望される方は、11 月 30 日（月）までに事務局あてご連絡ください 

お問い合わせ・お申し込み先（旭区地域自立支援協議会 事務局） 

◆旭区基幹相談支援センター TEL 045-365-7000 ◆旭区高齢・障害支援課 障害者支援担当 TEL 045-954-6128 

今年は Zoom 開催だよ！ 

【又村 あおい氏 プロフィール】  

昭和 48 年生まれ。平成 7 年、神奈川県平塚市役所入庁。平成 11 年度から 18 年度まで平塚市役所障がい福祉課に

在籍。 障がい者福祉計画、支援費制度・自立支援法の施行、障がい児支援全般を担当。平成 26 年度に内閣府 （障が

い者施策担当・障がい者制度改革担当室）へ出向。現在、全国手をつなぐ育成会連合会 常務理事兼事務局長。 

旭区ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ 
あさひくん 

参加申し込み方法（※事前のお申し込みが必要です 〆切 12 月 4 日） 

下記 URL にアクセスし、申込みフォームに必要事項をご記入いただき送信願います。 

後日、お申込みいただいたメールアドレスに招待メールを送付いたします。 

☆申込みはこちら ☞  https://forms.gle/qa1rtZ91UhpoEMZE9 

当日の問い合わせ先 サポートセンター連 TEL045-360-9778 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://plushearty-salon.com/aoisannoheya/&psig=AOvVaw3jaAOjZjOnCHEREBJwiKJi&ust=1599546078103000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPjwutOz1usCFQAAAAAdAAAAABAD
https://forms.gle/qa1rtZ91UhpoEMZE9


西部ユースプラザ
（旭区二俣川）

不登校、ひきこもりな
どの思春期・青年期の
総合相談や自立に向け
た若者の居場所の運営
を行います。

青少年相談
センター

（南区浦舟町）
ひきこもりや不登校など
青年期に関する様々な問
題について、電話相談・
来所相談・グループ活動
等を行っています。

若者サポート
ステーション
（横浜市西区）

さまざまな人・機関
と協力しながら、一
歩ずつ、次のステッ
プへと進むお手伝い
をします。

旭福祉保健センター
高齢・障害支援課
子ども家庭支援課

（旭区鶴ケ峰）
子どもの事、障害の事など、
様々なご相談に応じます。

地域ケアプラザ
（旭区内13か所）

高齢者、子ども、障害の
ある人など誰もが地域で
安心して暮らせるよう、
身近な福祉・保健の拠点
として相談、地域交流等
を行っている、横浜市独
自の施設です。

旭福祉保健センター
生活支援課
（旭区鶴ケ峰）

様々な事情により生活に
お困りの方のご相談に応
じます。

旭区基幹相談支援センター
（旭区二俣川）

障害のある方が住み慣れた地域で、
その人らしく暮らし続けていくため
に、日常生活や仕事などに関するさ
まざまなご相談をお受けします。

あなたの身近な相談機関です

旭区生活支援
センター

ほっとぽっと
（旭区鶴ケ峰）

心の病を持つ人のた
めの地域の拠点です。
日常生活の相談・支
援と仲間と出会える
場を運営しています。
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